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《
恵
み
に
生
か
さ
れ
て
》

　
神
学
院
在
学
時
に
聖
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音

書
10
・
15
の
「
子
供
の
よ
う
に
」
と
い
う
言
葉

が
心
に
か
か
り
、
立
教
小
学
校
で
「
小
学
生
を

体
験
す
る
」
実
習
を
さ
せ
て
頂
い
た
時
の
こ

と
で
す
。

　
小
学
校
の
教
室
は
学
歴
や
職
歴
な
ど
、
私

が
そ
れ
ま
で
に
得
て

き
た
あ
ら
ゆ
る
も
の

が
、
何
一
つ
と
し
て

通
用
し
な
い
場
で
し

た
。
自
身
の
無
力
さ

に
気
付
き
、
立
ち
竦

ん
だ
私
を
助
け
て
く

れ
た
の
は
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
た
ち
で
し
た
。
困

り
果
て
る
私
を
見
て
彼
ら
は
遠
慮
も
容
赦
も

な
く
、
語
り
か
け
て
く
れ
た
の
で
す
。
こ
の
日

か
ら
彼
ら
は
「
子
ど
も
」
で
は
な
く
な
り
ま
し

た
。
年
や
体
格
の
差
は
あ
っ
て
も
、
大
切
な
友

だ
ち
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
一

緒
に
サ
ッ
カ
ー
や
鬼
ご
っ
こ
を
楽
し
み
、
テ

ス
ト
や
宿
題
に
顔
を
し
か
め
る
。
お
喋
り
を

し
な
が
ら
食
べ
る
給
食
の
美
味
し
か
っ
た
こ

と
。
そ
ん
な
交
わ
り
が
貴
重
な
も
の
と
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
イ
エ
ス
の
言
葉
が

不
意
に
思
い
出
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
聖
書
理

解
が
覆
る
経
験
を
幾
度
も
味
わ
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
知
識
や
経
験

と
い
っ
た
、
余
計
な
フ
ィ

ル
タ
ー
を
通
し
て
聖
書
を

読
ん
で
い
た
の
だ
と
思
い

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
私
の

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
た
ち
は
、

日
々
の
友
だ
ち
と
の
交
わ

り
を
通
し
て
、
聖
書
の
読
み
方
を
私
に
教
え

て
く
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
イ
エ
ス
は
「
子

供
た
ち
を
わ
た
し
の
と
こ
ろ
に
来
さ
せ
な
さ

い
」（
同
10
・
14
）
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
子

ど
も
た
ち
こ
そ
が
私
た
ち
大
人
を
イ
エ
ス
の

も
と
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
と
実
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
　
　（
聖
パ
ウ
ロ
教
会
勤
務
）
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１５（日）聖霊降臨後第７主日
主教巡回　
　大森聖アグネス教会
外濠Ｇ教会協議会（目白）
環状Ｇ教会協議会（清瀬）
多摩Ｇ教会協議会（小金井）
正義と平和協議会運営委員
会・研修会（～16日・ナザレ
修女会）

１７（火）月島聖公会将来計画検討特
別委員会

１８（水）教役者レクイエム（主教座）
教役者会（三光）
幼稚園委員会
財政委員会

１９（木）人権委員会　（聖バルナバ）
２０（金）信徒講座：教会の歴史
２２（日）聖霊降臨後第８主日

主教巡回　
　東京聖マリア教会
城南Ｇ教会協議会
　　　　　　（聖ミカエル）
山手Ｇ教会協議会
　　　　（聖マーガレット）

２３（月）礼拝音楽委員会
２４（火）教区企画室
２６（木）多摩Ｇ牧師協議会
　　　　　　　　　　（武蔵小金井）

フェスティバル・礼拝部会
２７（金）信仰と生活委員会

◇
堅
信
受
領

６
月
９
日
　
滝
乃
川
聖
三
一
礼
拝
堂
で

▽
鈴
木
丈
晴
（
聖
パ
ト
リ
ッ
ク
）

６
月
10
日
　
聖
バ
ル
ナ
バ
教
会
で

▽
安
達
悠
奈
（
聖
バ
ル
ナ
バ
）

６
月
17
日
　
聖
ペ
テ
ロ
教
会
で

▽
青
木
木
綿
▽
河
内
隆
秀
▽
木
村
聡

子
▽
小
山
愛
美
（
聖
ペ
テ
ロ
）

◆
と
こ
し
え
の
平
安

６
月
16
日
　
中
村
　
文
子
（
87
）

聖
ミ
カ
エ
ル

６
月
27
日
　
堀
　
　
尭
（
73
）

目
白

７
月
２
日
　
中
島
　
波
留
　（
97
）
　

聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

◆
教
役
者
レ
ク
イ
エ
ム

７
月
18
日
（
水
）10
時
半

主
教
座
聖
堂
で

説
教

司
祭
　
澤
　
邦
介

 今週・来 週 の予 定
７月１５日～２８日

▽
司
祭

後
藤
粂
吉

▽
司
祭

堀
江
議

作

▽
司
祭

多
川
幾
造

▽
執
事

永

田
保
次
郎

▽
伝
道
師

ミ
ス

マ
ン
ダ

▽
司
祭
　
Ｅ
・
Ｈ
・
ア
ー
ノ
ル
ド

　
◆
夏
期
キ
ャ
ン
プ
（
Ⅰ
）
◆

　
▽
聖
パ
ト
リ
ッ
ク
教
会
フ
ァ
ミ

リ
ー
キ
ャ
ン
プ
＝
７
月
22
日（
日
）

～
23
日（
月
）・
あ
き
る
野
市
コ
テ
ー

ジ
森
林
村
　
▽
池
袋
聖
公
会
フ
ァ
ミ

リ
ー
キ
ャ
ン
プ
＝
27
日（
金
）～
29
日

（
日
）・
箱
根
ス
コ
ー
レ
プ
ラ
ザ
　
▽

葛
飾
茨
十
字
教
会
＝
東
関
東
聖
公
会

合
同
家
族
キ
ャ
ン
プ
（
合
流
）・
27
日

（
金
）
～
29
日(

日)

・
清
里
清
泉
寮

キ
ャ
ビ
ン
　
▽
目
白
聖
公
会
子
ど
も

と
過
ご
す
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プin

八
ヶ
岳
＝
28
日(

日)

～
30
日
（
月
）・

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
八
ヶ
岳

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》



２００７年７月１５日（第１０４４号）

- 2 -

　
▽
「
教
会
の
歴
史
」
信
徒
講
座
最
終

回
　
講
師
・
竹
内
謙
太
郎
司
祭
に
よ
る

４
期
に
わ
た
る
講
座（
信
仰
と
生
活
委

員
会
主
催
）
が
７
月
20
日
（
金
・
19
時

～
21
時
）
に
最
終
回
を
迎
え
る
。「
教

会
改
革
の
足
跡
～
キ
リ
ス
ト
教
変
貌
の

軌
跡
～
」、第
10
回
＝
革
命
、無
神
論
、

科
学
、そ
し
て
現
代
～
自
己
へ
の
信
仰

～
。
教
区
会
館
３
Ｆ
。
参
加
費
５
百

円
。照
会
は
教
区
宣
教
主
事
宛
に
。

　
▽
東
京
教
区
Ｇ
Ｆ
Ｓ
　
７
月
26
日

～
28
日
（
木
～
土
）
、
横
浜
教
区
Ｇ
Ｆ

Ｓ
担
当
の
第
52
回
全
国
研
修
会
（
ホ

テ
ル
横
浜
ガ
ー
デ
ン
）
に
渡
辺
厚
子

支
部
長
ら
ス
タ
ッ
フ
や
高
校
生
た
ち

10
数
人
が
参
加
す
る
。テ
ー
マ「
聖
書

に
親
し
み
ま
し
ょ
う
」
の
も
と
聖
書

の
学
び
を
行
い
、
散
策
タ
イ
ム
で
は

市
内
観
光
を
楽
し
む
予
定
。

　
▽
東
京
聖
マ
リ
ア
教
会
か
ら
代
祷

呼
び
掛
け
　
マ
グ
ダ
ラ
の
聖
マ
リ
ア

日
に
近
い
主
日
を
「
女
性
の
奉
仕
職

を
覚
え
る
主
日
」
と
定
め
、
女
性
奉

仕
者
を
覚
え
て
祈
っ
て
き
た
同
教
会

は
、
７
月
22
日
の
礼
拝
で
さ
さ
げ
て

ほ
し
い
と
「
代
祷
」
を
添
え
て
、
教

区
内
教
会
・
礼
拝
堂
に
代
祷
の
呼
び

掛
け
を
行
な
っ
て
い
る
。「
代
祷
」
に

は
日
本
の
地
、
現
在
８
教
区
で
働
く

女
性
の
奉
仕
者
25
人
（
含
聖
職
候
補

生
・
同
志
願
者
）
の
名
前
も
記
さ
れ

て
い
る
。
内
、
東
京
教
区
関
係
者
は

５
司
祭
・
１
執
事
を
含
む
９
人
。

　
▽
練
馬
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル
教
会
の
東

北
教
区
訪
問
　
他
教
区
と
の
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
で
、
７
月
28
日

（
土
）
～
29
日
（
日
）
、
若
松
諸
聖
徒

教
会
を
訪
問
し
、
広
澤
敏
明
司
祭
を

交
え
た
訪
問
団
は
主
日
礼
拝
に
参
加

す
る
ほ
か
話
し
合
い
な
ど
種
々
、
交

流
を
は
か
る
。
留
守
中
の
主
日
礼
拝

は
卓
志
雄
聖
職
候
補
生
ら
で
…
。

　
▽
浅
草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
で
台
東
九

条
の
会
南
部
地
区
集
会
　
　「
平
和
を

求
め
る
島
か
ら
～
沖
縄
慰
霊
の
日
を

過
ご
し
て
～
」
と
題
し
て
中
村
真
理

（
聖
マ
ル
コ
教
会
信
徒
）さ
ん
が
、「
沖

縄
の
旅
」
参
加
体
験
（
辺
野
古
・
沖
縄

基
地
問
題
な
ど
）を
話
す
。７
月
19
日

（
木
）
19
時
。
電
話
03
（
３
８
５
１
）

９
５
２
１
。

　
▽
五
本
木
九
条
の
会
講
演
会
　
講

師
に
Ｎ
Ｃ
Ｃ
副
議
長
・
小
河
義
伸
牧

師
（
恵
泉
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
・
付
属

め
ぐ
み
幼
稚
園
）
を
迎
え
て
「
心
の

自
由
は
奪
わ
せ
な
い
」
の
演
題
で
。

７
月
25
日（
水
）18
時
半
～
20
時
半
、

聖
パ
ウ
ロ
教
会
。
入
場
無
料
。
照
会

電
話
＝
03
（
３
７
１
０
）
６
０
３
１

（
会
場
教
会
）
。
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【
学
び
と
働
き
か
ら
】
51

　
Ｃ
Ｏ
Ａ
サ
マ
ー
活
動

　
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
!!
　

今
年
も
や
り
ま
す
、
Ｃ
Ｏ
Ａ
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
!!

　
現
在
、Crew Of the Ark

（
東
京

教
区
中
高
生
世
代
活
動
支
援
有
志
団

体
）
は
、
発
足
７
年
目
を
迎
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
今
年
も
ド
ッ
キ
ド
キ
の

ワ
ッ
ク
ワ
ク
な
夏
キ
ャ
ン
プ
を
企
画
し

て
い
ま
す
の
で
、中
高
生
の
方
々
に
広

く
呼
び
か
け
て
、参
加
を
待
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
８
月
13
日
～
16
日
、
長

野
県
湯
の
丸
高
原
。
申
込
方
法
は
、
各

教
会
に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
参
加
申
込

書
を
コ
ピ
ー
し
、聖
マ
ル
チ
ン
教
会
へ

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
便
で
送
っ
て
い
た
だ

く
だ
け
で
結
構
で
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
毎
月
発
行
し
て
い
る

Ｃ
Ｏ
Ａ
通
信
（
Ａ
３
版
）
に
書
い
て
あ

り
ま
す
が
、今
年
の
キ
ャ
ン
プ
は
聖
マ

ル
チ
ン
教
会
の
『
シ
ャ
ロ
ー
ム
ロ
ッ

ジ
』を
お
借
り
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
テ
ー
マ
は
『
み
ん
なI am

』

で
す
。
企
画
の
段
階
か
ら
可
能
性
で

溢
れ
て
い
て
、
意
見
を
衝
突
さ
せ
合

い
な
が
ら
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
繰
り
返

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、Ｃ
Ｏ
Ａ
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ

る
方
も
同
時
に
募
集
し
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
な
活
動
を
支
え
て
あ
げ
た
い
と

思
う
聖
職
の
方
、一
緒
に
企
画
し
た
り

活
動
支
援
し
た
り
し
た
い
と
い
う
ス

タ
ッ
フ
志
望
者
の
方
、連
絡
を
心
か
ら

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
不

明
な
点
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
連
絡
先
メ
ル
ア
ド
は
…

　crew_of
_ark@hotmail

.com 

　

　
　
ス
タ
ッ
フ
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
雄
史

　
　
　
　
　
　
　  (

聖
マ
ル
コ
教
会)

《
今
、
こ
の
教
会
で
は･

･
･

》

　
　
　
　
　
　
小
金
井
聖
公
会

　
或
る
方
が
「
こ
の
教
会
は
入
っ
た

時
ほ
っ
と
す
る
も
の
が
あ
る
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
ど
な
た
に
も
そ
う
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
教
会
に

と
、
祈
り
つ
つ
皆
が
力
を
合
わ
せ
て

い
ま
す
。
信
徒
奉
事
者
は
６
名
が
奉

仕
。学
び
の
場
と
し
て
、火
曜
の
聖
書

勉
強
会「
み
言
を
分
か
ち
合
う
会
」に

加
え
て
、本
年
は
月
１
回「
新
聖
歌
集

を
学
ぶ
会
」を
企
画
、積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
教
会
報
「
聖
苑
」
は

１
９
４
９
年
に
松
平
惟
太
郎
司
祭
が

発
刊
さ
れ
た
も
の
が
そ
の
礎
で
す
。

多
く
の
教
会
と
同
じ
く
若
い
信
徒
が

少
な
い
こ
と
が
課
題
で
す
が
、
伝
統

を
大
切
に
し
つ
つ
現
代
の
求
め
る
も

の
に
応
え
る
教
会
と
は
？
と
模
索
し

て
い
ま
す
。
　
　
　

　

　（
吉
家
明
子
）


